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2025大阪・関西万博において、石見神楽が満

員御礼で盛大に舞われました。議会としても

石見神楽を世界に発信する絶好の機会と捉え、

舞い手の応援や観客の見送りを行いました。

これを機に多くの

方が浜田に訪れる

ことを期待します。

歴史がつなぐ地域

交流も大切にして

いきたいですね。

浜田市議会はS D G s を推進しています。

議長
日誌

6/19～20 大阪・関西万博
石見神楽特別公演

“強い日差しとゲリラ豪雨”

生成AIを活用して議員力強化へ
６月17日に議会運営委員会主催の議員研修会を開

催し、テーマは「地方議会を変革する生成AI活用

研修会～地方議員がゼロから始めるChatGPT」と

して、全議員が真剣に受講しました。生成AIに関

してはさまざまな分野で導入・活用され、成果が

確認されているツールです。当市議会においても、

その技術の導入により、新しい技術を活用した議

会運営や活発な議員活動への発展が一層の議会改

革につながると期待しています。

当日は生成AIの基礎知識を学ぶことから始め、議

員個人が関心を持っている行政課題等に対する質

６月は多くの小学生が議会へ訪れました。その中

で、石見小学校の６年生61人から市政への提案発

表を伺った様子をお知らせします。

特に心を打ったのは空き家問題への具体的な提案

で、地域の特産品を生かした飲食店や、介護・子

育て支援の場として空き家を活用するアイデアが

示されました。また、公園のフェンス改修や洋式

トイレの増設など、日常生活から課題を見つけ出

した改善案もありました。子どもたちの真剣なま

なざしと、少子高齢化といった社会課題を的確に

分析する能力に深く感動しました。発表の詳細は、

９月１日発行の「はまだ議会だよりVol.78」に掲

載しますので、ぜひご覧ください。

（議会広報広聴委員会）

未来を担う子どもたちの声

問原稿素案

を作成する

といった演

習も体験し、

適正に使用

することに

より議会活動に対して大きな力になることを実感

しました。ただ、便利なツールの機能に頼り過ぎ

て、個人の議員力が逆に低下してしまうことは避

けなければならないと痛感したところです。

（議会運営委員会）

太陽の恩恵を受けて生活して

いる私たちには“ひまわり”

のように、この強い日差しを

生活に生かすことが求められ

ているのではないだろうか。

反面、強い日差しは極端な天候異変（ゲリラ豪雨

など）も生み出すようで、これへの対応も求めら

れている。亜熱帯気候と言われている今日の太陽

は、私たちにいろいろなことを求めていると思う。

(川上幾雄）


